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の
成
君
乃
ち
之
を
増
益
し
て
三
百
家
に
至
り
四
百
巻
と
為
す
。
嗚
呼
、

何
ぞ
其
れ
多
き
や
。
文
の
多
き
者
は
以
て
治
を
察
す
べ
く
、
文
の
富
む

者
は
以
て
徳
を
観
る
べ
し
。
眉
山
の
郷

蔵
書
多
き
は
、
叔
陽
の
力
を

其
の
間
に
尽
く
す
所
以
な
り
。
豈
に
徒
に
然
ら
ん
や
。
叔
陽

郷
に
薦

め
ら
れ
、
既
に
此
の
書
を
成
し
て
余
に
之
を
序
せ
ん
こ
と
を
丐
ふ
。
）

こ

と
あ
る
。「
後
村
」
は
「
後
渓
」
の
誤
り
。
明
・
曹
学
全
『
蜀
中
広
記
』

巻
一
〇
〇
に
「
後
渓
劉
氏
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
「
後
渓
劉
氏
」
は
劉

光
祖
（
一
一
四
三
～
一
二
二
二
）
を
指
す
。
字
は
徳
修
、
後
渓
と
号
す
。

南
宋
の
孝
宗
、
光
宗
、
寧
宗
期
の
人
で
、
嘉
定
十
五
年
（
一
二
二
二
）

に
没
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
『
唐
三
百
家
文
粋
』
は
早
く
と
も
孝
宗
期
に

入
っ
て
よ
う
や
く
完
成
し
た
書
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
れ
は
『
唐
文
粋
』

よ
り
二
百
年
近
く
後
で
あ
る
。

※
本
稿
は
校
勘
及
び
統
計
に
お
い
て
は
李
由
氏
（
南
京
大
学
博
士

課
程
、
現
在
九
州
大
学
に
交
換
留
学
中
）
の
、
資
料
の
閲
覧
に

つ
い
て
は
甲
斐
雄
一
博
士
の
協
力
を
仰
い
だ
。
こ
こ
に
感
謝
申

し
上
げ
る
。
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日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容

―
忠
孝
へ
の
関
心
（
中
期
の
場
合
）
・
詩
文
詠
出
の
様
相
―

太

田

亨

は
じ
め
に

禅
僧
が
杜
甫
の
忠
孝
心
に
つ
い
て
称
揚
し
て
い
た
こ
と
は
、
既

に
朝
倉
尚
氏
が
「
禅
林
に
お
け
る
杜
甫
像
寸
見
―
『
文
章
一
小
技
』

と
『
杜
甫
忠
心
』
」
に
お
い
て
論
じ
て
い
る
［
１
］
。
そ
の
中
で
氏
は
、

禅
僧
の
詩
文
集
と
抄
物
（
『
杜
詩
続
翠
抄
』
は
除
く
）
の
中
か
ら
、

杜
甫
と
忠
義
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
箇
所
を
抽
出
し
、
禅
僧
が
杜
甫

と
忠
心
の
関
係
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
観
念
を
抱
い
て
い
た
か
に

つ
い
て
考
証
し
て
い
る
。

筆
者
は
、
朝
倉
氏
が
中
世
禅
林
の
作
品
集
を
一
纏
め
で
扱
っ
て

考
証
し
て
い
る
の
に
対
し
、
氏
の
論
を
参
照
し
な
が
ら
も
、
初
期

（
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
末
期
）
・
中
期
（
南
北
朝
時
代

末
期
か
ら
応
仁
の
乱
頃
）
・
後
期
（
応
仁
の
乱
頃
か
ら
室
町
時
代
末

期
）
の
作
品
集
に
分
類
し
、
各
期
ご
と
に
杜
甫
の
忠
義
が
ど
の
よ

う
に
詠
出
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
考
証
を
進
め
て
い
る
。
既
に

初
期
に
お
い
て
、
日
本
禅
僧
が
杜
甫
の
為
人
、
特
に
忠
孝
に
着
目

し
、
自
身
の
詩
文
に
そ
れ
を
詠
出
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
こ
と
を

論
じ
た
［
２
］
。

初
期
禅
僧
の
詠
出
時
の
特
徴
と
し
て
、「
杜
甫
」
や
「
忠
孝
」
と

い
っ
た
語
句
を
直
接
に
詠
出
す
る
の
で
は
な
く
、
忠
孝
に
関
す
る

杜
甫
の
逸
話
や
杜
詩
句
を
間
接
的
に
詠
じ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
逸
話
に
関
し
て
言
え
ば
、
杜
甫
は
母
の
諱
が
「
海

棠
」
で
あ
っ
た
た
め
、「
海
棠
」
を
詠
じ
な
か
っ
た
こ
と
を
引
き
合

い
に
出
し
て
、
孝
行
心
を
詠
出
し
て
い
る
。
こ
の
逸
話
は
晩
唐
の

薛
能
が
唱
え
始
め
、
宋
代
以
降
も
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

杜
詩
句
に
関
し
て
言
え
ば
、
杜
甫
の
「
杜
鵑
」
詩
や
「
奉
贈
韋
左

丞
丈
二
十
二
韻
」
詩
に
お
け
る
忠
義
を
表
す
代
表
的
な
詩
句
等
を

引
用
し
、
忠
義
心
を
詠
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
詩
句
は
、
中
国

の
詩
話
や
、
諸
注
釈
書
に
お
い
て
、
杜
甫
の
忠
義
を
示
す
代
表
句

と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

初
期
の
詠
出
状
況
を
呈
し
た
背
景
に
は
、
渡
来
僧
を
始
め
と
し

て
、
日
本
の
い
わ
ゆ
る
高
僧
と
し
て
処
遇
さ
れ
た
諸
僧
が
、
三
教

一
致
の
思
想
を
唱
え
、
既
に
儒
教
が
必
須
の
教
養
と
し
て
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
禅
林
は
武
家
の
庇
護
下
に
あ
り
、
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禅
僧
は
、
庇
護
者
の
意
に
適
っ
た
仏
事
・
法
語
を
作
製
す
る
に
際

し
、
忠
孝
を
詠
出
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
た
。
か
く
し
て
忠
孝

を
詠
出
す
る
場
合
、
影
響
力
の
強
い
代
表
的
人
物
と
し
て
、
当
時

の
中
国
詩
話
等
に
お
い
て
最
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
杜
甫
が
着

目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

初
期
禅
林
に
お
け
る
杜
甫
の
忠
孝
心
尊
重
の
風
潮
は
、
中
期
（
南

北
朝
時
代
末
期
か
ら
応
仁
の
乱
頃
）
に
至
り
、
ど
の
よ
う
に
変
化

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
朝
倉
氏
の
論
文
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
資
料

と
重
な
る
資
料
も
存
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
資
料
も
含
め
て
別
の
角

度
か
ら
見
て
み
た
い
。

一
、
初
期
か
ら
の
継
承

（
１
）「
海
棠
の
説
」

初
期
に
お
い
て
は
、
乾
峰
士
曇
（
一
二
八
五
～
一
三
六
一

）
等
が
、
杜
甫
が

蜀
地
方
に
咲
く
名
花
「
海
棠
」
を
詩
に
詠
み
込
ん
で
い
な
い
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。
前
述
の
如
く
、
母
の
名
前
が
「
海
棠
」
で
あ

る
た
め
、
孝
行
心
溢
れ
る
杜
甫
は
海
棠
を
詠
む
の
を
避
け
た
と
い

う
、
晩
唐
の
詩
人
・
薛
能
に
始
ま
る
逸
話
で
あ
る
。
中
期
に
お
い

て
は
初
期
の
傾
向
を
継
承
し
、
義
堂
周
信
（
一
三
二
五
～
一
三
八
八

）
は
「
陪

大
喜
師
観
櫻
花
次
有
作
」
（
『
空
華
集
』
巻
一
）
詩
で
次
の
よ
う
に

詠
じ
て
い
る
。

海
棠
不
入
杜
陵
篇
、
流
落
巴
雲
蜀
水
辺
。

幸
是
櫻
花
無
此
恨
、
開
顔
得
近
法
王
筵
。

海
棠

杜
陵
の
篇
に
入
ら
ず
、
流
落
す

巴
雲

蜀
水
の
辺
り
。

幸
ひ
に
是
れ
櫻
花

此
の
恨
み
無
く
、
開
顔
し
て
法
王
の
筵
に

近
づ
く
を
得
。

大
喜
法
忻
に
従
っ
て
桜
の
花
を
見
て
製
し
た
詩
で
あ
る
。
桜
の
花

が
、
法
王
の
筵
の
近
く
で
咲
き
誇
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
海
棠
は

母
の
諱
を
避
け
た
杜
甫
の
詩
篇
に
詠
出
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
杜
甫

と
同
様
に
蜀
地
方
に
流
落
し
て
い
る
と
す
る
。
義
堂
は
桜
の
花
に

対
比
し
て
海
棠
を
詠
じ
て
お
り
、
杜
甫
の
孝
心
を
称
揚
す
る
意
味

合
い
を
あ
ま
り
含
ん
で
い
な
い
。

同
様
に
「
題
扇
面
」
（
『
空
華
集
』
巻
四
）
で
も
次
の
よ
う
に
詠

じ
て
い
る
。

海
棠
枝
上
一
双
禽
、
啼
向
春
風
似
有
心
。

多
少
詩
人
題
品
遍
、
此
花
不
入
杜
陵
吟
。

海
棠
の
枝
上

一
双
の
禽
、
啼
き
て
春
風
に
向
か
ふ
は
心
有
る

に
似
た
り
。
多
少
の
詩
人

題
品

遍

き
も
、
此
の
花

杜
陵
の

あ
ま
ね

吟
に
入
ら
ず
。

こ
こ
で
は
扇
に
海
棠
と
一
対
の
鳥
が
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
そ
の
海
棠
は
、
多
く
の
詩
人
に
詠
出
さ
れ
な
が
ら
も
、
杜

甫
に
は
詠
出
さ
れ
な
か
っ
た
と
す
る
。
こ
の
詩
も
単
に
扇
に
描
か

れ
た
海
棠
に
ま
つ
わ
る
故
事
と
し
て
、
杜
甫
の
逸
話
を
表
面
的
に

詠
じ
た
だ
け
で
あ
る
。
初
期
の
よ
う
に
、
杜
甫
の
忠
孝
を
強
く
意
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識
し
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

東
沼
周

（
一
三
九
三
～
一
四
六
二

）
は
「
扇
面
」
（
『
流
水
集
』
巻
三
）
で

次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。

李
杜
倶
仙
去
、
雅
音
久
不
聞
。

詩
情
恋
花
否
、
二
鳥
海
棠
雲
。

李
杜

倶
に
仙
と
な
り
て
去
り
、
雅
音

久
し
く
聞
か
ず
。
詩

と
も

情

花
を
恋
す
る
や
否
や
、
二
鳥

海
棠
の
雲
。

い
な

題
下
に
「
二
鳥
、
有
海
棠
」
と
註
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

詩
も
義
堂
と
同
じ
く
、
一
対
の
鳥
と
海
棠
が
描
か
れ
た
扇
面
に
対

し
て
詠
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
李
白
と
杜
甫
が
世
を
去
っ
て

か
ら
、
風
雅
な
詩
韻
を
久
し
く
聞
く
こ
と
が
な
い
。
一
体
詩
作
を

催
す
情
が
花
を
恋
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
鳥
は
海

棠
の
雲
の
ご
と
き
一
叢
の
中
に
囀
っ
て
い
る
の
に
、
杜
甫
な
ら
致

し
方
が
な
い
の
だ
が
と
、
海
棠
の
花
を
詠
ま
な
か
っ
た
杜
甫
の
逸

話
を
想
起
さ
せ
て
い
る
。

瑞
渓
周
鳳
（
一
三
九
一
～
一
四
七
三

）
は
「
折
枝
海
棠
」
（
『
臥
雲
稿
』
）
で

次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。

蜀
郷
春
半
著
嬌
紅
、
睡
思
依
々
微
雨
中
。

詩
史
闕
教
能
画
補
、
一
枝
婀
娜
玉
屏
風
。

蜀
郷

春
半
ば
に
し
て
嬌
紅
を
著
す
、
睡
思

依
々
た
り

微
雨

の
中
。
詩
史

教
を
闕
く
も

能
く
画
も
て
補
ふ
、
一
枝

婀
娜

か

た
り

玉
屏
風
。

前
半
で
は
蜀
の
地
に
か
す
か
に
降
る
雨
の
中
、
海
棠
の
花
が
鮮
や

か
に
咲
い
て
い
る
こ
と
を
詠
い
、
後
半
で
は
「
詩
史
」
と
呼
ば
れ

る
杜
甫
の
詩
に
海
棠
を
伝
え
て
は
い
な
い
が
、
巧
み
な
画
で
そ
れ

を
補
っ
て
い
る
と
屏
風
図
を
称
し
て
い
る
。

心
田
清
播
（
？
～
一
四
四
七

）
は
「
謝
庭
玉
恵
海
棠
」
（
『
聴
雨
外
集
』）

で
次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。

海
棠
不
入
少
陵
題
、
来
化
禅
齋
法
喜
妻
。

却
笑
太
真
連
理
約
、
風
吹
一
夜
蜀
江
西
。

海
棠

入
ら
ず

少
陵
の
題
、
来
り
て
禅
齋
に
法
喜
の
妻
と
化

す
。
却
っ
て
笑
ふ

太
真

連
理
の
約
、
風
は
吹
く

一
夜

蜀

江
の
西
。

一
句
目
で
は
杜
甫
が
海
棠
を
詠
ま
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
、
そ
の

海
棠
が
恵
ま
れ
来
た
り
、
こ
の
禅
齋
に
お
い
て
法
に
触
れ
て
悦
ぶ

妻
と
化
し
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
そ
し
て
第
三
句
に
お
い
て
は
、

玄
宗
が
海
棠
に
比
し
て
比
翼
連
理
の
妻
と
し
て
寵
愛
し
た
楊
貴
妃

に
対
し
て
、
妃
が
一
夜
蜀
江
の
西
の
馬
嵬
で
散
っ
た
の
を
か
え
っ

て
笑
い
、
自
分
と
海
棠
・
妻
に
比
さ
れ
る
庭
玉
と
は
固
い
契
り
で

結
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
庭
玉
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
海
棠
を
縁
と
し
て
、
杜
甫
と
楊
貴
妃
の
逸
話
を
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引
き
合
い
に
出
し
て
庭
玉
に
謝
意
を
表
し
て
い
る
。

他
に
も
惟
忠
通
恕
（
？
～
一
四
二
九

）
は
「
賦
海
棠
寄
故
人
」
（
『
雲
壑

猿
吟
』）
で
「
杜
老
非
無
情
思
者
」（
杜
老

情
思
無
き
者
に
非
ず
）

と
詠
じ
、
西
胤
俊
承
（
一
三
五
八
～
一
四
二
二

）
は
「
雪
裡
海
棠
」
（
『
真
愚

稿
』
）
で
「
不
受
浣
花
詩
酒
汚
」
（
浣
花
の
詩
酒
に
汚
る
る
こ
と
を

受
け
ず
）
と
詠
じ
、
一
桂
老
人
（
不
詳
生
没
年

）
は
、
「
海
棠
」
（
『
一
桂

老
人
詩
』
）
で
、
「
草
堂
未
必
恨
遺
愛
」
（
草
堂

未
だ
必
ず
し
も
遺

愛
を
恨
ま
ず
）
と
詠
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
海
棠
の
逸
話
」
は
、
初
期
の
詠
出
法
と
異
な
り
、

孝
心
を
明
記
せ
ず
に
海
棠
に
関
連
す
る
一
故
事
と
し
て
、
杜
甫
が

海
棠
を
詠
ま
な
か
っ
た
と
い
う
特
徴
を
詠
出
す
る
傾
向
に
変
化
し

て
い
る
。
中
期
に
な
る
と
、
画
図
や
扇
面
に
海
棠
を
描
く
こ
と
が

増
え
た
た
め
、
賛
詩
を
付
す
に
あ
た
り
、
扇
面
の
海
棠
の
美
し
さ

を
い
か
に
引
き
立
た
せ
る
か
に
焦
点
が
絞
ら
れ
、
忠
孝
に
関
連
す

る
意
味
合
い
が
避
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
初
期
よ
り
杜

甫
と
海
棠
の
関
係
に
つ
い
て
は
継
承
す
る
も
の
の
、
そ
の
詠
出
内

容
は
変
化
し
て
い
る
。

（
２
）
杜
詩
句
へ
の
着
目

初
期
に
お
い
て
、
忠
義
を
表
現
す
る
代
表
と
し
て
、
杜
甫
の
「
奉

贈
韋
左
丞
丈
二
十
二
韻
」
詩
の
句
「
致
君
堯
舜
上
、
再
使
風
俗
淳
」

（
君
を
堯
舜
の
上
に
致
し
、
再
び
風
俗
を
し
て
淳
か
ら
し
め
ん
）

を
典
拠
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
中
期
に
お
い
て
も
愚
中
周
及
（
一

三
二
二
～
一
四
〇
九

）
は
「
春
草
吟
」
（
『
草
餘
集
』
上
）
で
次
の
よ
う
に
詠

じ
て
い
る
。

保
国
元
非
専
武
略
、
安
民
豈
在
斬
痴
頑
。

源
家
蘭
玉
發
深
省
、
立
地
致
君
堯
舜
間
。

保
国

元
よ
り
武
略
を
専
ら
に
す
る
に
非
ず
、
安
民

豈
に
痴

頑
を
斬
る
に
在
ら
ん
や
。
源
家
の
蘭
玉

深
省
を
發
し
、
立
地

た
ち
ど
こ
ろ

に
君
を
堯
舜
の
間
に
致
さ
ん
。

こ
こ
で
は
先
ず
国
を
保
ん
ず
る
た
め
に
、
武
を
専
ら
に
し
て
は
な

ら
ず
、
民
を
安
ん
ず
る
た
め
に
、
愚
か
な
者
を
斬
っ
て
は
い
け
な

い
と
、
国
政
の
在
り
方
を
説
く
。
そ
の
上
で
、
恐
ら
く
は
源
氏
で

あ
る
足
利
将
軍
家
の
子
弟
が
そ
の
こ
と
を
悟
り
、
天
子
を
速
や
か

に
堯
舜
の
よ
う
に
致
す
で
あ
ろ
う
と
詠
じ
て
い
る
。
本
詩
は
偈
頌

の
部
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
杜
詩
に
お
け
る
忠
義
が
重
視
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
杜
鵑
を
天
子
の
魂
に
見
立
て
（
い
に
し
え
の
蜀
主
・
望
帝

が
蜀
を
去
り
、
ほ
と
と
ぎ
す
と
化
し
た
と
い
う
故
事
に
よ
る
）
、

常
に
杜
鵑
に
再
拝
し
て
い
た
、
と
言
う
杜
甫
の
忠
義
心
を
表
す
事

項
に
つ
い
て
も
、
初
期
よ
り
中
期
の
禅
僧
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

一
曇
聖
瑞
（
生
没
年
不
詳

）
は
「
次
員
送
方
堂
座
元
皈
越
省
師
」
（
『
幽

貞
集
』）
で
次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。

支
郎
耿
介
偏
怜
鶴
、
杜
甫
艱
難
倦
拝
鵑
。

支
郎
は
耿
介
に
し
て
偏
へ
に
鶴
を
怜
み
、
杜
甫
は
艱
難
に
し
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て
拝
鵑
に
倦
む
。

こ
こ
で
は
、
方
堂
が
越
州
に
帰
る
に
際
し
、
杜
甫
の
「
杜
鵑
」
詩

に
「
身
病
不
能
拜
、
涙
下
如
迸
泉
。
」（
身
病
み
て
拜
す
る
能
は
ず
、

涙
下
り
て
迸
泉
の
如
し
）
と
あ
る
よ
う
に
、
杜
甫
が
晩
年
、
病
気

を
患
い
、
老
い
窶
れ
た
た
め
、
杜
鵑
を
再
拝
す
る
こ
と
も
で
き
な

く
な
っ
た
こ
と
を
詠
み
、
方
堂
を
思
い
や
っ
て
い
る
。

他
に
古
剣
妙
快
（
生
没
年
不
詳

）
は
、「
悼
道
正
居
士
」（
『
了
幻
集
』
）

で
「
畢
竟
誰
生
誰
又
滅
、
子
規
啼
血
暮
山
哀
」
（
畢
竟

誰
か
生
じ

誰
か
又
た
滅
す
、
子
規

啼
血
し

暮
山
哀
し
）
と
言
い
、
杜
甫
の

「
杜
鵑
行
」
の
句
に
「
其
聲
哀
痛
口
流
血
、
所
訴
何
事
常
區
區
」

（
其
の
聲

哀
痛
に
し
て
口
よ
り
血
を
流
し
、
訴
ふ
る
所

何
事
ぞ

常
に
區
區
た
る
）
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
が
、
こ
れ
は
単
に
杜
鵑

の
口
が
赤
く
、
鳴
き
声
が
悲
痛
で
あ
る
こ
と
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。

ま
た
桃
隠
玄
朔
（
生
没
年
不
詳

）
も
「
佛
涅
槃
」
（
『
桃
隠
集
』
）
で
「
花

雨
岩
前
再
相
見
、
杜
鵑
哭
血
不
如
帰
」（
花
雨

岩
前

再
び
相
見
る
、

杜
鵑

哭
血
し
帰
る
に
如
か
ず
）
と
、
同
様
に
悲
痛
な
鳴
き
声
を
発

し
て
血
を
流
す
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
。
東
沼
周

は
、
「
詩
送
明
渓

少
年
帰
東
州
之
旧
梓
」
（
『
流
水
集
』
巻
三
）
詩
で
「
自
古
東
川
無

杜
鵑
、
嗟
君
何
事
棹
帰
船
」（
古
自
り
東
川
に
杜
鵑
無
く
、
君
を
嗟

く

何
事
ぞ
帰
船
を
棹
す
）
と
言
い
、
杜
甫
の
「
杜
鵑
」
詩
の
句
に

「
西
川
有
杜
鵑
、
東
川
無
杜
鵑
」（
西
川
に
杜
鵑
有
り
、
東
川
に
杜

鵑
無
し
）
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
こ
れ
ら
は
杜
詩
句
を
引
用
し

な
が
ら
も
忠
義
の
意
味
合
い
を
付
加
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

中
期
に
な
る
と
、
一
般
的
な
詩
文
が
製
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
杜

甫
」
と
「
忠
義
」
が
併
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
（
後
述
）、

無
理
に
杜
詩
句
に
忠
義
の
意
味
合
い
を
持
た
せ
る
こ
と
を
し
な
く

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
中
期
の
詩
文
集
の
中
で
、
初
期
か
ら
継
承
さ
れ
て
い
る

杜
甫
の
「
忠
孝
」
に
関
す
る
事
項
を
見
て
き
た
。
孝
行
を
表
す
「
海

棠
」
逸
話
、
忠
義
を
表
す
「
杜
鵑
」
詩
句
の
引
用
は
、
初
期
の
詠

出
法
を
継
承
し
つ
つ
も
、
そ
の
内
容
は
初
期
程
に
忠
孝
を
意
識
し

て
お
ら
ず
、
「
君
を
堯
舜
の
上
に
致
す
」
句
の
引
用
に
つ
い
て
は
、

初
期
に
続
い
て
忠
義
の
意
を
表
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
同

じ
詠
出
法
な
が
ら
、
そ
の
内
容
は
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

二
、
中
期
に
お
け
る
杜
甫
の
忠
義
心
称
揚
の
特
徴

（
１
）
総
合
的
評
価

中
期
に
至
っ
て
、
杜
甫
の
忠
義
心
を
称
揚
す
る
場
合
、
初
期
と

較
べ
て
最
も
変
化
し
た
点
は
、
直
接
に
杜
甫
の
名
と
「
忠
義
」
を

言
出
し
、
賛
美
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
先
駆
者
と
な
っ
た
の
は

義
堂
周
信
で
あ
る
。
そ
の
「
杜
甫
」
（
『
空
華
集
』
巻
一
）
と
題
す

る
作
品
の
序
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

余
嘗
讀
老
杜
詩
、
感
其
方
安
史
喪
乱
之
際
、
不
失
君
臣
忠
義

之
節
。
至
若
曰
、
文
章
一
小
技
、
於
道
未
為
尊
、
是
余
感
之

深
者
也
。
今
覩
茲
画
、
風
帽
蹇
驢
。
使
人
慨
然
、
投
筆
起
而

吁
。

余
嘗
て
老
杜
の
詩
を
讀
む
に
、
其
の
安
史
の
喪
乱
の
際
に
方あ

た
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り
て
、
君
臣
の
忠
義
の
節
を
失
は
ざ
る
に
感
ず
。
「
文
章
は
一

小
技
、
道
に
於
い
て
未
だ
尊
し
と
為
さ
ず
、
」
と
曰
ふ
が
若
き

に
至
り
て
は
、
是
れ
余
が
感
の
深
き
者
な
り
。
今

茲
の
画
を

こ

覩
る
に
、
風
帽
蹇
驢
。
人
を
し
て
慨
然
と
し
て
、
筆
を
投
じ

け

ん

ろ

て
起
ち
て
吁
か
し
む
。

な
げ

画
図
に
描
か
れ
た
杜
甫
を
見
た
義
堂
の
感
懐
で
あ
る
。
義
堂
は
、

杜
甫
が
安
史
の
乱
に
遭
遇
す
る
に
際
し
て
、
決
し
て
君
臣
の
忠
義

を
忘
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
感
銘
を
受
け
て
い
る
。

ま
た
義
堂
は
「
少
陵
」
（
『
空
華
集
』
巻
四
）
で
も
、
杜
甫
の
評

価
を
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。

風
塵
漠
漠
鬂
絲
絲
、
許
國
丹
心
只
自
知
。

巴
草
未
醫
驢
子
痩
、
更
添
詩
痩
最
難
醫
。

風
塵

漠
漠

鬂
は
絲
絲
、
國
に
許
す
丹
心

只
だ
自
ら
知
る
の

み
。
巴
草

未
だ
驢
子
の
痩
を
醫
さ
ず
、
更
に
詩
痩
を
添
じ
て

い
や

最
も
醫
し
難
し
。

こ
こ
で
は
、
「
兵
戈
の
塵
に
よ
っ
て
周
り
は
薄
暗
く
、
鬢
も
す
っ
か

り
細
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
国
に
捧
げ
た
真
心
は
自
分
だ
け
が
知

っ
て
い
る
。
」
と
言
っ
て
お
り
、
杜
甫
の
国
へ
の
忠
誠
心
を
高
く
評

価
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
中
期
に
な
る
と
、
直
接
に
「
忠
義
」

を
詠
出
し
、
杜
甫
を
称
賛
す
る
よ
う
に
な
る
。

（
２
）
特
定
詩
に
対
す
る
忠
義
心
の
称
揚

中
期
に
お
い
て
、
禅
僧
が
杜
甫
の
忠
義
心
を
称
揚
し
た
詩
文
は

多
い
。
そ
れ
ら
は
杜
詩
の
講
義
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
禅
僧
自
身
が

杜
詩
を
消
化
し
た
上
で
の
実
感
で
あ
ろ
う
。
結
果
、
禅
僧
の
詩
文

に
杜
甫
の
特
定
の
詩
や
詩
句
と
忠
心
を
結
び
つ
け
て
詠
出
さ
れ
る

こ
と
が
屡
々
見
ら
れ
る
。
以
下
用
例
を
示
す
が
、
杜
甫
の
特
定
の

詩
に
つ
い
て
、
そ
の
詩
が
所
収
さ
れ
る
『
集
千
家
註
批
点
杜
工
部

詩
集
』（
以
下
『
批
点
本
』
と
略
称
）
の
巻
数
を
注
記
す
る
。

「
春
日
憶
李
白
」（
『
批
点
本
』
巻
一
）
詩
と
忠
義

惟
肖
得
巌
（
一
三
六
〇
～
一
四
三
七

）
は
、「
渭
材
字
説
」（
『
東
海
璚
華
集
』
）

で
、
杜
甫
の
「
春
日
憶
李
白
」
詩
の
「
渭
北
春
天
樹
、
江
東
日
暮

雲
」
（
渭
北
春
天
の
樹
、
江
東
日
暮
の
雲
）
に
つ
い
て
の
解
釈
を
行

っ
た
後
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

吁
、
文
章
至
于
李
杜
、
髪
無
遺
者
也
。
其
語
如
此
、
則
朋
友

責
善
不
已
、
忠
厚
之
義
、
以
此
可
覩
之
矣
。

吁
、
文
章
は
李
杜
に
至
り
て
、

髪

も
遺
す
者
無
き
な
り
。

い
さ
さ
か

其
の
語

此
の
如
く
ん
ば
、
則
ち
朋
友
責
善
已
ま
ず
、
忠
厚
の

義
、
此
れ
を
以
て
之
を
覩
る
べ
し
。

み

杜
甫
と
李
白
に
い
た
り
、
全
て
の
詩
文
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
表
現

し
尽
く
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
詩
を
読
め
ば
、
杜
甫
と
李

白
の
朋
友
に
よ
る
積
善
が
や
ま
ず
、
忠
義
心
の
厚
さ
を
見
る
こ
と
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が
で
き
る
と
い
う
。
禅
林
に
お
け
る
送
別
詩
の
中
で
頻
繁
に
引
用

さ
れ
た
「
春
日
憶
李
白
」
詩
か
ら
忠
誠
心
を
読
み
と
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。

「
贈
翰
林
張
四
學
士
」（
『
批
点
本
』
巻
一
）
詩
と
忠
義

西
庵
中
蓮
は
「
答
邵
菴
老
人
、
老
人
昨
日
見
過
、
闕
展
待
、
末

篇
及
之
」（
『
山
林
文
剥
集
』）
で
次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。

聖
主
垂
恩
金
馬
庭
、
杜
陵
新
詠
茘
支
青
。

陰
陽
不
沴
宣
和
気
、
調
順
風
星
与
雨
星
。

聖
主

恩
を
垂
る

金
馬
庭
、
杜
陵

新
た
に
詠
ず

茘
支
の
青
。

陰
陽

宣
和
の
気
を

沴

は
ず
、
風
星
と
雨
星
と
を
調
順
す
。

そ
こ
な

こ
こ
で
は
天
子
の
恩
が
行
き
渡
り
、
陰
陽
の
気
、
星
の
運
行
が
正

し
く
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
詠
っ
て
い
る
。
そ
の
様
子
を
述
べ
る

に
際
し
、
杜
甫
の
「
贈
翰
林
張
四
學
士
」
詩
の
句
「
恩
與
荔
枝
青
」

（
恩
與

茘
枝
青
し
）
を
典
拠
に
し
て
い
る
。
杜
甫
は
張
垍
が
天
子

の
恩
栄
に
与
っ
て
い
る
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
が
、
中
蓮
は
自
身
を

含
め
た
皆
が
天
子
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
杜
甫
の

詩
句
を
想
起
し
て
い
る
。
禅
僧
は
、
天
子
の
恩
恵
を
詠
じ
る
に
際

し
、
杜
甫
が
卑
賤
で
あ
り
な
が
ら
も
、
常
に
官
職
に
登
用
さ
れ
て

天
子
を
補
佐
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
忠
義
に
着
目
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

「
麗
人
行
」
（
『
批
点
本
』
巻
二
）
と
忠
義

一
桂
老
人
は
「
讀
杜
甫
麗
人
行
」
（
『
一
桂
老
人
詩
』
）
に
次
の

よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。

一
聲
璧
月
逐
東
流
、
馬
上
歌
残
清
夜
遊
。

詩
史
筆
誅
今
視
古
、
麗
人
春
溢
曲
江
頭
。

一
聲

璧
月

東
を
逐
ひ
て
流
れ
、
馬
上

歌
は
残
す

清
夜
の

遊
び
。
詩
史

筆
誅
し

今

古
を
視
る
、
麗
人

春

曲
江
の
頭

に
溢
る
。

杜
甫
の
「
麗
人
行
」
を
読
み
、
そ
の
詩
の
様
子
と
自
ら
の
感
懐
を

詠
じ
て
い
る
。
前
半
は
当
時
の
煌
び
や
か
な
宴
の
様
子
を
詠
じ
て

い
る
。
そ
し
て
第
三
句
に
お
い
て
、
杜
甫
の
詩
は
「
詩
史
」
と
呼

ば
れ
、
杜
甫
は
そ
の
正
義
心
か
ら
筆
で
人
の
罪
悪
を
も
詠
み
込
ん

で
い
る
た
め
、
今
に
あ
っ
て
昔
の
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
。

「
北
征
」（
『
批
点
本
』
巻
三
）
詩
と
忠
義

瑞
渓
周
鳳
は
「
杜
甫
北
征
啚
」
（
『
臥
雲
稿
』
）
で
次
の
よ
う
に

詠
じ
て
い
る
。

杜
子
蒼
芒
去
問
家
、
驢
疲
僕
倦
路
猶
賒
。

東
遊
恰
似
北
征
客
、
菊
亦
今
秋
已
欲
花
。
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杜
子

蒼
芒
と
し
て
去
き
て
家
を
問
ふ
、
驢
疲
れ

僕
倦
む
も

路
猶
ほ
賒
し
。
東
遊

恰
も
似
た
り

北
征
の
客
、
菊
も
亦
た

と
ほ

今
秋

已
に
花
さ
か
ん
と
欲
す
。

こ
の
画
図
は
杜
甫
が
房
琯
を
弁
護
し
た
た
め
、
君
へ
の
忠
義
を
果

た
そ
う
と
し
な
が
ら
、
か
え
っ
て
粛
宗
の
逆
鱗
に
触
れ
、
鄜
州
に

い
る
家
族
の
許
に
帰
る
時
に
製
さ
れ
た
「
北
征
」
詩
を
基
に
描
か

れ
た
も
の
で
あ
る
。
瑞
渓
の
こ
の
詩
は
『
翰
林
五
鳳
集
』
に
も
採

録
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
「
為
東
帰
人
題
」
（
東
帰
の
人
が
為
に
題

す
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
方
に
還
帰
す
る
人
の
た
め
に
製
さ
れ

た
こ
と
が
分
か
る
。
第
一
句
は
「
北
征
」
詩
の
句
「
杜
子
將
北
征
、

蒼
茫
問
家
室
」（
杜
子

將
に
北
征
し
て
、
蒼
茫

家
室
を
問
は
ん
と

す
）
を
典
拠
に
し
、
杜
甫
が
家
族
の
安
否
に
不
安
を
抱
き
な
が
ら

も
北
の
鄜
州
に
赴
い
た
こ
と
を
詠
み
、
第
二
句
で
道
中
に
驢
馬
も

従
者
も
疲
れ
果
て
て
い
る
が
、
道
は
遙
か
に
続
く
こ
と
を
詠
ん
で

い
る
。
そ
し
て
第
三
句
で
は
東
方
へ
赴
く
人
に
、
道
中
が
杜
甫
の

北
征
に
似
る
と
し
て
、
そ
の
困
難
を
憐
れ
み
、
末
句
で
「
北
征
」

詩
に
「
菊
垂
今
秋
花
、
石
戴
古
車
轍
」
（
菊
は
垂
る

今
秋
の
花
、

石
は
戴
く

古
車
轍
）
と
あ
る
の
を
意
識
し
、
杜
甫
及
び
東
帰
（
遊
）

の
人
の
困
難
に
関
係
な
く
、
菊
が
今
年
の
秋
も
花
を
咲
か
せ
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
を
詠
じ
る
。

心
華
元
棣
は
「
眞
侍
者
小
祥
忌
祭
文
」
（
『
業
鏡
台
』
）
で
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

立
天
地
之
間
者
、
三
十
余
歳
。
汝
、
獨
季
甫
十
有
四
歳
、
来

従
吾
問
字
。
試
把
老
杜
北
征
、
授
之
一
遍
。
纔
食
頃
而
背
誦

之
、
群
児
服
其
敏
也
。
居
無
何
日
、
非
故
吾
矣
。

天
地
の
間
に
立
つ
こ
と
、
三
十
余
歳
。
汝
、
獨
り
季
甫
か
に

わ

づ

十
有
四
歳
、
来
り
て
吾
に
従
ひ
て
字
を
問
ふ
。
試
み
に
老
杜

の
「
北
征
」
を
把
り
て
、
之
の
一
遍
を
授
く
。
纔
食
の
頃
に

と

し
て
之
を
背
誦
し
、
群
児

其
の
敏
に
服
す
る
な
り
。
居
す
る

こ
と

何

の
日
も
無
く
、
故
の
吾
に
非
ざ
る
な
り
。

い
く
ば
く

三
十
余
歳
で
示
寂
し
た
真
侍
者
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
十
四
歳
の

折
、
初
め
て
学
問
を
学
ぶ
に
際
し
、
杜
甫
の
「
北
征
」
詩
を
暗
唱

さ
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
吸
収
力
の
速
さ
と
鋭
敏
ぶ
り
に
皆
驚
嘆
し

て
い
る
。
な
お
、『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
応
安
三
年
（
一
三
七
〇

）
二

月
二
十
三
日
の
条
で
も
秀
嵩
侍
者
が
「
北
征
」
詩
の
講
義
を
求
め

て
お
り
、「
北
征
」
詩
が
若
い
禅
僧
に
と
っ
て
最
初
に
学
ぶ
杜
詩
の

代
表
作
品
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

瑞
渓
と
心
華
の
作
品
か
ら
は
、「
北
征
」
詩
が
杜
甫
の
忠
義
と
直

接
に
は
結
び
つ
か
な
い
。
が
、
中
期
に
至
っ
て
、
杜
甫
の
代
表
作

品
と
し
て
受
け
容
れ
ら
れ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
後
期
に
な
る
と
、

雪
嶺
永
瑾
は
「
讀
杜
甫
北
征
詩
」
（
『
梅
渓
集
』
）
詩
で
、
「
鐵
鑄
忠

肝
亦
応
裂
、
戦
塲
寒
月
獨
夜
時
」
（
鐵
鑄
の
忠
肝

亦
た
応
に
裂
く

べ
し
、
戦
塲

寒
月

獨
夜
の
時
）
と
詠
じ
、
ま
た
春
沢
永
恩
は
「
讀

杜
甫
北
征
詩
」
（
『
枯
木
稿
』
）
詩
で
、
「
北
征
路
遠
杜
陵
翁
、
萬
里

鄜
州
孤
抱
忠
」（
北
征

路
遠
し

杜
陵
の
翁
、
萬
里

鄜
州

孤
り
忠

ひ
と

を
抱
く
）
と
詠
じ
、「
北
征
」
詩
と
杜
甫
の
忠
義
を
直
接
に
結
び
つ
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け
る
傾
向
が
強
く
な
る
。
杜
甫
の
忠
義
に
対
す
る
認
識
と
「
北
征
」

詩
の
理
解
が
深
ま
り
つ
つ
あ
る
証
と
言
え
よ
う
。

「
曲
江
二
首
」（
『
批
点
本
』
巻
四
）
詩
と
忠
義

東
沼
周

は
「
曲
江
春
望
」
（
『
流
水
集
』
巻
三
）
で
次
の
よ
う

に
詠
じ
て
い
る
。

曲
江
渺
渺
水
依
依
、
秦
漢
時
移
唐
亦
非
。

唯
有
風
流
杜
陵
老
、
為
君
毎
日
典
春
衣
。

曲
江

渺
渺
と
し
て
水
依
依
た
り
、
秦
漢

時
移
り
て
唐
も
亦

非
な
り
。
唯
だ
風
流
有
る
は
杜
陵
の
老
、
君
が
為
に
日
毎
に

春
衣
を
典
す
。

こ
こ
で
は
前
半
で
曲
江
の
様
子
に
触
れ
た
後
、
後
半
で
杜
甫
に
つ

い
て
言
う
。
た
だ
風
流
心
の
存
す
る
の
は
杜
甫
だ
け
で
あ
り
、
天

子
の
た
め
に
毎
日
、
衣
を
質
に
入
れ
て
泥
酔
し
て
い
る
と
す
る
。

こ
れ
は
杜
甫
の
「
曲
江
二
首
其
二
」
詩
の
句
「
朝
回
日
日
典
春
衣
、

毎
日
江
頭
盡
醉
歸
」
（
朝
よ
り
回
り
て
日
日

春
衣
を
典
す
、
日
毎

に

江
頭
に
酔
ひ
を
盡
く
し
て
歸
る
）
を
典
拠
に
し
て
い
る
。
朝
廷

を
退
出
す
る
と
、
毎
日
、
春
の
衣
を
質
に
入
れ
、
曲
江
の
畔
で
泥

酔
し
て
帰
る
、
と
少
し
投
げ
や
り
に
な
っ
て
い
る
杜
甫
に
対
し
て
、

東
沼
は
「
為
君
」
と
詠
じ
て
お
り
、
忠
義
心
の
裏
返
し
と
し
て
好

ま
し
く
詠
じ
て
い
る
。

「
端
午
日
賜
衣
」（
『
批
点
本
』
巻
四
）
詩
と
忠
義

一
桂
老
人
は
「
書
杜
陵
端
午
賜
衣
詩
後
」
（
『
建
長
寺
龍
源
菴
所

蔵
詩
集
』）
詩
で
次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。

一
片
香
羅
白
雪
寒
、
少
陵
拝
賜
激
忠
肝
。

皇
天
雨
露
濡
毫
末
、
遺
墨
千
年
猶
未
乾
。

一
片
の
香
羅

白
雪
の
ご
と
く
寒
し
、
少
陵

賜
を
拝
し
て
忠

肝
を
激
す
。
皇
天
の
雨
露

毫
末
を

濡

し
、
遺
墨

千
年

猶

う
る
ほ

ほ
未
だ
乾
か
ず
。

こ
れ
は
杜
甫
の
「
端
午
日
賜
衣
」
詩
を
読
ん
だ
後
の
感
想
で
あ
る
。

そ
の
詩
に
は
「
宮
衣
亦
有
名
、
端
午
被
恩
榮
。
細
葛
含
風
軟
、
香

羅
疊
雪
輕
。
自
天
題
處
濕
、
當
暑
著
來
清
。
意
内
稱
長
短
、
終
身

荷
聖
情
」
（
宮
衣

亦
た
名
有
り
、
端
午

恩
榮
を
被
る
。
細
葛

風

を
含
ん
で
軟
か
に
、
香
羅

雪
を
疊
ん
で
輕
し
。
天
よ
り
題
す
る
處

は
濕
ひ
、
暑
に
當
り
て
著
け
來
れ
ば
清
し
。
意
内

長
短
に
称
ひ
、

終
身

聖
情
を
荷
ふ
）
と
あ
り
、
乾
元
元
年
の
五
月
五
日
、
左
拾
遺

に
あ
っ
た
杜
甫
が
宮
中
よ
り
衣
を
賜
っ
た
時
に
詠
じ
ら
れ
た
詩
で

あ
る
。
一
桂
は
、
杜
甫
の
詩
を
読
ん
だ
後
、
香
り
を
く
ゆ
ら
し
た

一
枚
の
衣
は
白
い
雪
の
よ
う
に
薄
く
、
杜
甫
は
そ
の
贈
り
物
を
い

た
だ
い
て
、
忠
義
心
を
更
に
激
し
く
し
た
。
天
子
よ
り
下
さ
れ
る

恩
恵
が
細
部
に
ま
で
行
き
届
き
、
天
子
が
筆
で
題
さ
れ
た
墨
の
跡

は
千
年
た
っ
て
も
未
だ
に
乾
く
こ
と
は
な
い
、
と
詠
ん
で
い
る
。
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「
洗
兵
馬
」
（
『
批
点
本
』
巻
五
）
詩
と
忠
義

一
曇
聖
瑞
は
「
讀
杜
甫
洗
馬
行
」
（
『
幽
貞
集
』
）
で
次
の
よ
う

に
詠
じ
て
い
る
。

聖
朝
社
稷
奈
安
危
、
胡
馬
春
驕
凝
碧
池
。

諸
将
如
綸
功
第
一
、
其
粦
須
画
少
陵
詩
。

聖
朝
の
社
稷

奈
ぞ
安
危
な
る
、
胡
馬

春
に
驕
る

凝
碧
池
。

な
ん

諸
将

功
を
綸
む
る
こ
と
第
一
な
る
が
如
し
、
其
れ

粦

む

須

を
さ

あ
は
れ

く
少
陵
の
詩
に
画
か
る
る
べ
き
を
。

こ
こ
で
一
曇
は
杜
甫
の
「
洗
兵
馬
」
詩
を
読
ん
で
感
想
を
述
べ
て

い
る
。
清
明
な
朝
廷
が
危
機
に
瀕
し
て
お
り
、
春
も
た
け
な
わ
な

時
、
胡
の
馬
が
凝
碧
池
に
集
ま
っ
て
い
る
。
諸
将
は
功
を
お
さ
め

る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
が
、
杜
甫
の
詩
に
描
か
れ
る
べ
き
で
あ
っ

た
の
に
そ
う
で
な
い
の
は
不
憫
に
思
わ
れ
る
と
す
る
。
詩
の
表
面

か
ら
は
杜
甫
の
忠
義
を
読
み
取
り
が
た
い
が
、
後
期
の
禅
僧
で
あ

る
春
澤
永
恩
は
、「
讀
杜
甫
洗
兵
馬
行
」
詩
に
「
杜
甫
忠
心
誰
以
加
」

（
杜
甫
の
忠
心

誰
か
以
て
加
へ
ん
）
と
詠
じ
、
忠
義
を
高
く
評
価

し
て
い
る
。
「
洗
兵
馬
」
で
は
、
冒
頭
に
官
軍
が
勝
ち
戦
を
報
告
す

る
様
子
は
詠
じ
、
武
器
を
永
久
に
使
わ
な
く
な
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。
一
曇
の
詩
の
末
句
も
、
杜
甫
に
忠
義
心
が
あ

る
が
故
に
、
時
の
官
軍
の
状
況
を
常
に
心
配
し
、
逐
一
そ
の
状
況

を
詩
に
詠
み
込
ん
だ
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
佳
人
」（
『
批
点
本
』
巻
五
）
詩
と
忠
義

義
堂
周
信
は
「
贈
機
上
人
詩
叙
」
（
機
上
人
を
贈
る
詩
叙
）（
『
空

華
集
』
巻
十
三
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

絶
代
有
佳
人
、
幽
居
在
空
谷
。
此
一
聯
廼
唐
詩
史
杜
少
陵
、

詠
佳
人
之
首
句
也
。
恕
惟
忠
、
拆
之
為
韻
、
率
諸
友
能
詩
者
、

各
賦
詩
八
句
者
一
章
、
贈
其
故
人
機
天
用
。
天
用
以
嘗
侍
予

香
東
山
、
必
欲
予
為
叙
、
冠
諸
編
首
。
聞
古
之
詞
、
人
以
君

臣
有
節
義
者
、
寓
於
諷
詠
、
或
称
美
人
、
或
曰
佳
人
、
如
前

少
陵
詩
云
者
。
蓋
唐
天
宝
之
乱
、
君
臣
失
道
、
上
下
相
疑
。

士
之
守
節
義
者
罕
矣
、
而
獨
子
美
、
旅
于
秦
蜀
荊
楚
間
、
而

憂
國
傷
時
、
竊
以
忠
義
期
其
君
。
是
以
其
詩
末
章
曰
、
天
寒

翠
袖
薄
、
日
暮
倚
修
竹
、
足
以
見
乎
歳
寒
弗
変
之
節
操
也
。

然
則
節
義
固
人
道
之
終
也
。
夫
為
人
君
者
、
無
節
義
、
則
不

克
終
其
恩
。
為
人
臣
者
、
無
節
義
、
則
不
克
終
其
忠
。
為
人

父
子
兄
弟
者
、
無
節
義
、
則
不
克
終
其
慈
愛
孝
悌
。
為
師
徒

朋
友
者
、
無
節
義
、
則
不
克
終
其
受
授
講
習
之
業
。
故
曰
、

節
義
人
道
之
終
也
。
今
観
茲
什
、
惟
忠
天
用
、
其
以
節
義
克

終
其
友
者
歟
。
果
焉
則
麗
澤
滋
益
之
道
也
。
可
尚
焉
。
於
是

乎
序
。

「
絶
代
に
佳
人
有
り
、
幽
居
し
て
空
谷
に
在
り
」
と
。
此
の

一
聯
は
廼
ち
唐
の
詩
史
杜
少
陵
の
、「
佳
人
」
を
詠
ず
る
の
首

句
な
り
。
恕
惟
忠
、
之
を
拆
ち
て
韻
と
為
し
、
諸
友
の
詩
を

わ
か

能
く
す
る
者
を
率
い
て
、
各
々
詩
八
句
な
る
者
一
章
を
賦
さ
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し
め
、
其
の
故
人
機
天
用
に
贈
る
。
天
用

嘗
て
予
が
香
を
東

山
に
侍
す
る
を
以
て
、
必
ず
予
を
し
て
叙
を
為
ら
し
め
て
、
諸

つ
く

こ
れ

を
編
首
に
冠
せ
ん
と
欲
す
。
古
の
詞
を
聞
く
に
、
人
は
君
臣

の
節
義
有
る
者
を
以
て
、
諷
詠
に
寓
す
る
に
、
或
い
は
美
人

と
称
し
、
或
い
は
佳
人
と
曰
ふ
は
、
前
の
少
陵
詩
に
云
ふ
者

の
如
し
。
蓋
し
唐
の
天
宝
の
乱
、
君
臣

道
を
失
ひ
、
上
下

相
疑
ひ
、
士
の
節
義
を
守
る
者
罕
な
る
も
、
而
る
に
獨
り
子

ま
れ

美
の
み
、
秦
蜀
荊
楚
の
間
を
旅
す
れ
ど
も
、
而
る
に
國
を
憂

ひ
て
時
を
傷
み
、
竊
か
に
忠
義
を
以
て
其
の
君
に
期
す
。
是

を
以
て
其
の
詩
の
末
章
に
、「
天
寒
く
し
て
翠
袖
薄
し
、
日
暮

れ
て
修
竹
に
倚
る
」
と
曰
ふ
は
、
以
て
歳
寒
に
変
ぜ
ざ
る
の

節
操
を
見
る
に
足
る
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
節
義
は
固
よ
り
人

道
の
終
な
り
。
夫
れ
人
君
為
る
者
、
節
義
無
け
れ
ば
、
則
ち

た

克
く
其
の
恩
を
終
へ
ず
。
人
臣
為
る
者
、
節
義
無
け
れ
ば
、

則
ち
克
く
其
の
忠
を
終
へ
ず
。
人
の
父
子
兄
弟
為
る
者
、
節

よ

義
無
け
れ
ば
、
則
ち
克
く
其
の
慈
愛
孝
悌
を
終
へ
ず
。
師
徒

朋
友
為
る
者
、
節
義
無
け
れ
ば
、
則
ち
克
く
其
の
受
授
講
習

の
業
を
終
へ
ず
。
故
に
曰
く
、
節
義
は
人
道
の
終
な
り
、
と
。

今
茲
の
什
を
観
る
に
、
惟
忠
・
天
用
は
、
其
の
節
義
を
以
て

克
く
其
の
友
を
終
ふ
る
者
な
る
か
。
焉
れ
を
果
せ
ば
則
ち
麗

澤
滋
益
の
道
な
り
。
尚
ぶ
べ
き
な
り
。
是
に
於
い
て
序
す
。

こ
こ
で
は
惟
忠
通
恕
が
天
用
□
機
に
詩
を
贈
る
に
際
し
、「
佳
人
」

詩
の
首
聯
を
分
字
し
て
韻
に
用
い
、
詩
を
能
く
す
る
諸
友
と
と
も

に
製
す
る
こ
と
を
企
画
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
天
用
は
義
堂

が
建
仁
寺
に
住
し
た
時
の
香
薬
侍
者
で
あ
り
、
そ
の
縁
で
特
に
序

文
を
求
め
て
い
る
。
そ
こ
で
義
堂
は
「
佳
人
」
詩
を
引
き
な
が
ら
、

節
義
に
つ
い
て
説
き
、
杜
甫
自
身
の
忠
義
に
つ
い
て
も
触
れ
る
。

い
に
し
え
の
詩
人
を
見
て
み
る
と
、
君
臣
に
節
義
が
有
る
こ
と
を

詠
う
の
に
、
「
美
人
」
の
語
、
も
し
く
は
「
佳
人
」
の
語
を
用
い
て

お
り
、
杜
甫
の
詩
で
も
そ
う
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。
唐
の
天
宝
の

亂
に
お
い
て
、
君
臣
は
皆
道
を
失
い
、
位
の
上
の
者
も
下
の
者
も

お
互
い
を
疑
い
、
士
と
し
て
の
節
義
を
守
っ
て
い
た
人
は
稀
少
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
た
だ
一
人
杜
甫
の
み
が
様
々
な
土

地
を
流
浪
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
國
を
憂
え
時
世
を
嘆
き
悲
し

み
、
密
か
に
天
子
へ
の
忠
誠
を
果
た
し
た
と
す
る
。
よ
っ
て
詩
の

最
後
の
「
天
寒
く
し
て
翠
袖
薄
し
、
日
暮
れ
て
修
竹
に
倚
る
」
の

詩
句
に
は
、
変
わ
ら
な
い
節
義
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
節
義
と
い
う
も
の
は
人
道
の
究
極
の

も
の
で
あ
る
と
説
き
、
例
と
し
て
君
臣
・
父
子
兄
弟
・
師
徒
朋
友

の
そ
れ
ぞ
れ
に
節
義
が
な
け
れ
ば
各
々
の
関
係
を
保
つ
こ
と
が
で

き
な
い
と
し
、
惟
忠
と
天
用
が
朋
友
の
節
義
を
厳
守
し
て
い
る
と

結
論
し
て
い
る
。
義
堂
周
信
が
杜
詩
の
全
て
の
詩
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
解
釈
を
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
節
義
・
忠
義
を
重
視

し
な
が
ら
解
釈
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

義
堂
は
「
為
春
雷
谷
題
鉄
舟
蘭
竹
」
（
『
空
華
集
』
巻
九
）
詩
に

お
い
て
も
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。

山
林
歳
晏
気
凄
涼
、
愛
此
幽
花
独
自
芳
。

空
谷
佳
人
顔
似
玉
、
臨
江
節
士
鬢
如
霜
。
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山
林

歳
晏

気
は
凄
涼
た
り
、
此
の
幽
花
の
独
り
自
ら
芳
し

き
こ
と
を
愛
す
。
空
谷
の
佳
人

顔

玉
に
似
る
、
臨
江
の
節

士

鬢

霜
の
如
し
。

こ
こ
で
は
奥
ゆ
か
し
い
花
・
蘭
が
独
り
芳
し
い
香
り
を
発
し
て
い

る
中
、
杜
詩
句
よ
り
引
用
し
た
「
空
谷
の
佳
人
」
と
、
優
れ
た
節

操
の
持
ち
主
で
あ
る
「
臨
江
の
節
士
」
で
あ
る
屈
原
が
詠
わ
れ
て

い
る
。
前
掲
の
義
堂
の
「
佳
人
」
詩
の
解
釈
よ
り
、「
空
谷
の
佳
人
」

は
人
気
の
な
い
山
谷
で
節
操
を
守
る
美
人
の
意
か
ら
、
苦
境
に
お

い
て
節
義
を
守
る
人
物
を
意
味
し
よ
う
。

「
空
谷
佳
人
」
は
義
堂
以
後
の
禅
僧
も
詠
出
す
る
こ
と
が
多
い
。

心
華
元
棣
（
生
没
年
不
詳

）
は
「
書
大
休
菴
壁
」
（
『
心
華
詩
藁
』
）
で
次

の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。

何
啻
泰
山
無
猛
政
、
或
応
空
谷
有
佳
人
。

何
ぞ
啻
に
泰
山
に
猛
政
無
き
の
み
な
ら
ん
や
、
或
い
は
応
に

た
だ

空
谷
に
佳
人
有
る
べ
し
。

ど
う
し
て
た
だ
に
泰
山
に
猛
虎
苛
政
が
な
い
だ
け
で
あ
ろ
う
か
、

あ
る
い
は
ま
さ
に
空
谷
に
佳
人
が
居
る
よ
う
に
、
何
処
に
お
い
て

も
例
外
な
く
隠
れ
て
節
義
を
守
っ
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
言
う
。

こ
の
詩
の
作
詩
状
況
に
つ
い
て
、
惟
忠
通
恕
は
「
寄
心
華
首
座
」

（
『
雲
壑
猿
吟
』
）
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

心
華
老
人
、
僑
于
作
州
興
雲
、
殆
二
祀
矣
。
予
毎
見
山
陽
來

者
、
必
索
其
詩
文
、
圭
復
而
止
、
偶
得
山
中
口
号
一
篇
、
曰
、

何
啻
泰
山
無
猛
政
、
或
応
空
谷
有
佳
人
。
吁
土
地
人
物
之
盛
、

形
之
吟
詠
、
蓋
大
雅
之
遺
意
也
。

心
華
老
人
、
作
州
の
興
雲
に
僑
り
、
殆
ど
二
祀
な
り
。
予

毎

や
ど

に
山
陽
よ
り
來
る
者
を
見
る
に
、
必
ず
其
の
詩
文
を
索
め
、

も
と

圭
復
し
て
止
む
に
、
偶
々
山
中
口
号
の
一
篇
を
得
、
曰
く
、

と
ど

何
ぞ
啻
に
泰
山
に
猛
政
無
き
の
み
な
ら
ん
や
、
或
い
は
応
に

空
谷
に
佳
人
有
る
べ
し
、
と
。
吁

土
地
人
物
の
盛
、
之
を
吟

詠
に

形

す
は
、
蓋
し
大
雅
の
遺
意
な
り
。

あ
ら
は

心
華
は
美
作
国
の
興
雲
寺
に
赴
き
、
ほ
ぼ
二
年
に
な
る
が
、
惟
忠

は
常
に
山
陽
か
ら
の
来
往
者
を
見
る
と
、
必
ず
当
地
で
の
詩
文
を

求
め
、
返
っ
て
き
た
手
紙
（
詩
文
）
を
繰
り
返
し
読
み
、
手
元
に

止
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
中
に
偶
々
前
掲
の
「
書
大
休
菴
壁
」

の
一
篇
を
得
、
そ
こ
に
「
空
谷
佳
人
」
が
詠
出
さ
れ
て
い
た
と
あ

る
。
心
華
は
美
作
国
に
お
い
て
節
義
を
貫
い
て
い
る
こ
と
を
伝
え

た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
惟
忠
は
そ
れ
を
読
ん
で
土
地
柄
・
人

物
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
を
吟
詠
で
表
現
す
る
こ
と
は
、
杜
甫
以
来

の
伝
統
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。「
佳
人
」
詩
が
禅
林
に
浸
透
し
て

い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

次
い
で
、
信
仲
以
篤
（
？
～
一
四
五
一

）
は
「
愚
極
住
普
門
」
（
『
晦
夫

集
』
）
疏
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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空
谷
有
佳
人
、
獨
操
猗
蘭
而
慕
潜
聖
、
雖
否
恭
相
極
焉
。

空
谷
に
佳
人
有
り
、
獨
り
猗
蘭
を
操
り
潜
聖
を
慕
ふ
、
否
と

雖
も
恭
し
く
相
極
ま
る
。

こ
こ
で
も
空
谷
で
節
義
を
守
る
佳
人
と
、
時
の
世
に
自
身
が
受
け

入
れ
ら
れ
な
く
て
も
義
を
通
し
た
屈
原
が
併
称
さ
れ
て
い
る
。

惟
肖
得
巌
は
「
伯
清
字
説
」
（
『
東
海
瓊
華
集
』
二
）
で
、
間
接

的
に
「
佳
人
」
詩
の
「
在
山
泉
水
清
、
出
山
泉
水
濁
」
（
山
に
在
れ

○

ば
泉
水
清
し
、
山
を
出
づ
れ
ば
泉
水
濁
る
）
句
を
字
号
の
典
拠
と

し
て
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
江
西
龍
派
は
、
「
和
答
雪
心
」
（
『
続

翠
詩
集
』
）
詩
で
、
「
憶
昔
荒
村
建
子
正
、
拾
遺
愁
殺
錦
官
城
。
憑

詩
聊
向
佳
人
説
、
依
藻
寒
魚
今
日
情
」（
憶
ふ
昔

荒
村

建
子
正
、

拾
遺

愁
殺
す

錦
官
城
。
詩
に
憑
り
て
聊
か
佳
人
に
向
か
ひ
て
説

く
、
藻
に
依
る
寒
魚

今
日
の
情
と
）
と
詠
じ
、
後
半
句
に
お
い
て
、

詩
を
詠
ん
で
節
義
を
守
る
佳
人
（
雪
心
）
に
説
く
こ
と
は
、
自
身

は
寒
さ
を
避
け
て
水
草
に
よ
る
魚
の
よ
う
に
、
雪
心
の
温
情
に
触

れ
て
い
る
と
す
る
。
東
沼
周

も
「
次
韻
南
棠
賀
正
作
」
（
『
流
水

集
』
巻
三
）
詩
で
、
「
佳
人
詩
似
漢
寛
詔
」
（
佳
人
詩
は
漢
の
寛
詔

に
似
る
）
と
詠
じ
、
「
和
西
冑
試
毫
韻
」
（
『
流
水
集
』
巻
三
）
詩

で
、
「
佳
人
詩
律
天
応
感
」
（
佳
人

詩
律

天
応
に
感
ず
べ
し
）
と

詠
じ
、
そ
の
詩
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

義
堂
や
心
華
を
通
じ
て
、「
佳
人
」
詩
の
節
義
は
禅
林
に
広
ま
り
、

浸
透
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
絶
句
四
首
其
三
」（
『
批
点
本
』
巻
八
）
詩
と
忠
義

杜
甫
の
「
絶
句
四
首
其
三
」
詩
の
句
「
兩
個
黄
鸝
鳴
翠
柳
、
一

行
白
鷺
上
青
天
。
窓
含
西
嶺
千
秋
雪
、
門
泊
東
呉
萬
里
船
」（
兩
個

の
黄
鸝

翠
柳
に
鳴
き
、
一
行
の
白
鷺

青
天
に
上
る
。
窓
に
は
含

む

西
嶺
千
秋
の
雪
、
門
に
は
泊
す

東
呉
萬
里
の
船
）
は
、
画
図

や
扇
面
の
対
象
と
な
り
、
禅
僧
が
そ
れ
に
賛
詩
を
付
し
て
い
る
例

が
見
ら
れ
る
。

東
沼
周

は
「
扇
面
」
（
『
流
水
集
』
巻
三
）
詩
で
次
の
よ
う
に

詠
じ
て
い
る
。

遠
夢
寄
南
風
、
孤
忠
朝
北
闕
。

胡
為
浣
花
翁
、
白
髪
西
山
雪
。

遠
夢

南
風
に
寄
す
、
孤
忠

北
闕
に
朝
す
。
胡
為
れ
ぞ

浣
花

な
ん

す

翁
、
白
髪

西
山
の
雪
。

こ
の
詩
の
題
注
に
「
有
牕
含
西
嶺
千
秋
雪
之
意
、
寄
越
州
一
源
侍

者
」
（
「
牕
に
は
含
む

西
嶺
千
秋
の
雪
」
の
意
有
り
、
越
州
の
一

源
侍
者
に
寄
す
）
と
あ
り
、
杜
甫
の
「
絶
句
四
首
其
三
」
詩
の
句

を
画
材
に
し
た
扇
面
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
に
は
天
子
の

前
で
一
人
忠
義
を
貫
い
た
杜
甫
が
、
ど
う
し
て
浣
花
渓
の
翁
と
な

り
、
白
髪
に
こ
の
西
嶺
の
雪
を
戴
く
の
か
、
と
忠
義
溢
れ
る
杜
甫

と
、
官
職
に
就
け
ず
、
望
み
通
り
に
な
ら
な
い
杜
甫
が
詠
出
さ
れ

て
い
る
。
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東
沼
周

は
当
該
詩
を
画
材
と
し
な
が
ら
「
扇
面
」
と
題
す
る

詩
を
さ
ら
に
一
首
製
し
て
い
る
。

西
嶺
當
窓
雪
半
空
、
朝
天
夢
遠
浣
花
翁
。

斯
身
若
化
一
行
白
、
豈
待
呉
船
萬
里
風
。

西
嶺

窓
に
當
り
て

雪
半
ば
空
し
、
朝
天

夢
は
遠
し

浣
花

翁
。
斯
の
身

若
し
一
行
の
白
き
に
化
せ
ば
、
豈
に
呉
船

萬

里
の
風
を
待
た
ん
。

前
掲
の
詩
と
同
じ
扇
面
に
対
し
て
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
画
図
を
見

て
、
朝
廷
に
参
内
す
る
夢
が
叶
い
そ
う
に
な
い
杜
甫
も
、
図
柄
と

同
じ
景
色
を
眺
め
て
い
た
こ
と
を
想
像
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
も
し
そ
の
身
が
白
鷺
の
一
行
に
な
れ
た
な
ら
ば
、
呉
に
行
く
船

に
風
が
吹
く
の
を
待
つ
必
要
が
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
杜
甫
に
代
わ

っ
て
の
感
懐
を
詠
じ
て
い
る
。
両
詩
共
に
蜀
に
滞
在
し
て
い
な
が

ら
も
朝
廷
を
思
う
杜
甫
が
詠
出
さ
れ
て
い
る
。
東
沼
は
蜀
に
滞
在

す
る
杜
甫
を
忠
義
の
士
と
評
し
、
そ
の
心
境
を
推
し
量
っ
て
詠
じ

た
の
で
あ
ろ
う
。

「
茅
屋
為
秋
風
所
破
歌
」
（
『
批
点
本
』
巻
十
二
）
詩
と
忠
義

太
白
真
玄
（
？
～
一
四
一
五

）
は
、『
峨
眉
鴉
臭
集
』
に
所
収
さ
れ
る
「
大

中
住
南
禅
」
疏
で
杜
甫
と
忠
心
を
共
に
言
出
し
て
い
る
。

廣
厦
庇
天
下
士
、
杜
老
忠
心
。
長
裘
蓋
洛
陽
城
、
香
山
大
志
。

既
能
寛
而
容
衆
者
、
豈
不
急
於
度
生
乎
。

廣
厦
も
て
天
下
の
士
を
庇
ふ
は
、
杜
老
の
忠
心
な
り
。
長
き

く
わ
う
か

裘
も
て
洛
陽
城
を
蓋
ふ
は
、
香
山
の
大
志
な
り
。
既
に
能
く

お
ほ

寛
く
し
て
衆
を
容
る
る
者
、
豈
に
度
生
を
急
が
ざ
ら
ん
や
。

引
用
文
冒
頭
の
二
句
、
こ
れ
は
杜
甫
の
「
茅
屋
為
秋
風
所
破
歌
」

（
茅
屋
秋
風
の
破
ら
る
所
と
為
る
歌
）
の
句
に
「
安
得
廣
厦
千
萬

間
、
大
庇
天
下
寒
士
倶
歡
顔
」
（
安
ん
ぞ
得
ん

廣
厦

千
萬
間
、
大

い
に
天
下
の
寒
士
を
庇
ひ
て
倶
に
歡
顔
す
）
と
あ
る
の
に
拠
っ
て

い
る
。
千
間
・
万
間
も
あ
る
大
き
な
家
に
貧
し
い
人
々
を
住
ま
わ

せ
て
喜
ば
せ
た
い
と
す
る
杜
甫
に
忠
心
を
読
み
取
っ
て
い
る
。

以
上
、
禅
僧
は
杜
甫
の
「
春
日
憶
李
白
」
「
贈
翰
林
張
四
學
士
」

「
麗
人
行
」
「
北
征
」
「
曲
江
」
「
端
午
日
賜
衣
」
「
洗
兵
馬
」
「
佳

人
」
「
絶
句
四
首
其
三
」
「
茅
屋
為
秋
風
所
破
歌
」
の
各
詩
に
杜
甫

の
忠
義
を
見
出
し
、
詩
文
に
詠
じ
て
い
る
。
初
期
で
は
詠
出
に
関

し
て
杜
甫
の
名
を
詠
み
込
ん
だ
り
、
詠
み
込
ま
な
か
っ
た
り
曖
昧

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
中
期
で
は
杜
甫
の
忠
義
が
表
れ
て
い
る
詩

を
厳
選
し
、
そ
れ
を
消
化
し
た
上
で
自
身
の
詩
に
詠
じ
て
お
り
、

よ
り
具
体
化
し
て
い
る
。

ま
た
詠
出
さ
れ
た
杜
甫
の
作
品
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
『
批
点

本
』
の
巻
十
二
以
前
の
巻
に
所
収
さ
れ
て
い
る
点
に
留
意
さ
れ
る
。

当
代
に
お
け
る
『
批
点
本
』
の
影
響
が
濃
厚
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
中
期
以
降
、
日
本
禅
林
に
お
い
て
主
流
で
あ
っ
た
注
釈
書
は
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『
批
点
本
』
で
あ
り
、
そ
の
『
批
点
本
』
に
お
け
る
評
者
・
劉
辰

翁
は
虁
州
以
後
の
作
品
を
低
く
評
価
し
、
四
・
五
巻
の
作
品
を
重

ん
じ
て
い
る
。
筆
者
は
中
期
に
お
け
る
画
図
賛
詩
に
つ
い
て
も
精

査
し
た
が
、
そ
の
結
果
も
ほ
と
ん
ど
の
画
図
が
蜀
以
前
の
詩
を
対

象
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
［
３
］

。
『
批
点
本
』
の
劉
辰
翁
評
が
中
期

禅
僧
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
大
き
さ
が
推
さ
れ
る
［
４
］
。

三
、
禅
僧
の
忠
義
に
対
す
る
意
識

禅
僧
が
杜
甫
と
忠
義
を
深
く
結
び
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
中
期
に
お
け
る
禅
僧
の
忠
義
に
対
す
る
意
識

を
検
討
す
る
。

初
期
禅
林
に
お
い
て
、
人
（
特
に
武
家
）
を
称
揚
す
る
に
際
し

て
、
忠
孝
心
は
必
要
な
要
素
と
し
て
既
に
取
り
込
ま
れ
て
い
た
。

渡
来
僧
の
手
に
よ
っ
て
三
教
一
致
の
思
想
が
浸
透
し
、
禅
僧
は
必

須
の
教
養
と
し
て
『
論
語
』
等
を
身
に
つ
け
て
い
た
。
禅
僧
は
武

家
の
庇
護
下
に
あ
り
、
彼
ら
の
仏
事
法
語
を
作
製
す
る
に
当
た
り
、

忠
孝
を
詠
出
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
初
期
の
傾
向

は
、
中
期
に
継
承
さ
れ
る
［
５
］
。
若
干
の
例
を
取
り
上
げ
る
。

古
剣
妙
快
は
「
関
東
将
軍
香
」
（
『
了
幻
集
』
）
法
語
で
次
の
よ

う
言
う
。

此
香
、
奉
為
関
東
都
元
帥
左
武
衛
将
軍
、
増
崇
禄
位
。
伏
惟
、

文
武
兼
修
、
忠
孝
全
備
。
亭
毒
九
州
士
庶
、
坐
致
四
海
太
平
。

此
香
、
奉
じ
て
関
東
都
元
帥
左
武
衛
将
軍
の
、
禄
位
を
増
崇

さ
る
る
が
為
に
す
。
伏
し
て
惟
ふ
に
、
文
武
兼
ね
て
修
め
、

お
も

忠
孝
全
て
備
ふ
。
九
州
の
士
庶
を
亭
毒
し
、
坐
し
て
四
海
の

太
平
を
致
す
。

こ
こ
で
は
関
東
将
軍
（
関
東
管
領
）
の
た
め
の
拈
香
に
お
い
て
、

文
武
を
修
め
、
忠
孝
を
備
え
て
い
た
こ
と
を
称
揚
し
、
多
く
の
民

を
育
て
養
い
、
太
平
の
世
を
築
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

東
沼
周

は
「
祥
光
寺
殿
下
火
」
（
『
流
水
集
』
）
法
語
で
次
の
よ

う
に
言
う
。

新
捐
舘
祥
光
寺
殿
前
江
州
太
守
源
忠
恩
公
大
居
士
麼
。
天
下

無
双
忠
臣
、
日
本
第
一
英
烈
。
論
兵
雖
攙
萬
夫
先
、
叩
禅
早

入
三
會
室
。

新
た
に
捐
舘
す
る
は
祥
光
寺
殿
前
江
州
太
守
源
忠
恩
公
大
居

士
。
天
下
無
双
の
忠
臣
に
し
て
、
日
本
第
一
の
英
烈
な
り
。

兵
を
論
ず
れ
ば
萬
夫
の
先
を
攙
す
る
と
雖
も
、
禅
を
叩
け
ば

早
に
三
會
の
室
に
入
る
。

東
沼
は
六
角
久
頼
の
下
火
法
語
に
お
い
て
、
天
下
無
双
の
忠
臣
で

あ
り
、
日
本
一
の
優
れ
た
功
績
を
持
つ
こ
と
を
称
揚
す
る
。
兵
を

論
ず
れ
ば
誰
よ
り
も
機
先
を
制
し
、
禅
門
に
入
れ
ば
早
く
よ
り
春

屋
妙
葩
の
三
会
門
下
（
夢
窓
下
）
に
入
っ
た
こ
と
を
言
う
。

天
祥
一
麟
（
一
三
二
九
～
一
四
〇
七

）
は
「
明
月
院
殿
天
澍
合
六
七
拈
香
仏

事
」
（
『
天
祥
和
尚
録
』
乾
）
法
語
で
次
の
よ
う
に
言
う
。
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伏
惟
、
霊
位
、
文
武
兼
備
、
忠
孝
倶
全
。
撫
育
百
姓
施
仁
政
、

輔
佐
上
将
執
化
権
。
八
州
管
内
、
威
徳
風
行
草
偃
、
四
夷
塞

外
、
号
令
地
転
天
旋
。

伏
し
て
惟
ふ
に
、
霊
位
、
文
武

兼
ね
て
備
は
り
、
忠
孝

倶

に
全
し
。
百
姓
を
撫
育
し
て
仁
政
を
施
し
、
上
将
を
輔
佐
し

て
化
権
を
執
る
。
八
州
管
内
、
威
徳
は
風
行
草
偃
し
、
四
夷

塞
外
、
号
令
は
地
転
天
旋
す
。

天
祥
は
上
杉
憲
方
の
六
七
日
忌
の
拈
香
法
語
で
、
型
の
ご
と
く
文

武
と
忠
孝
を
称
揚
す
る
。
そ
し
て
下
は
百
姓
を
慈
し
み
育
て
、
上

は
上
将
を
補
佐
し
政
治
を
助
け
た
こ
と
を
言
う
。
よ
っ
て
管
理
下

の
関
八
州
で
は
盛
ん
な
徳
が
民
を
化
し
、
号
令
は
天
地
に
響
い
た

と
称
す
る
。

惟
肖
得
巌
は
「
祭
赤
松
公
実
翁
」
（
『
東
海
瓊
華
集
』
二
）
文
で

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

曰
此
女
功
、
豈
於
我
慝
。
庭
闈
先
孝
、
社
稷
竭
忠
、
君
之
労

賢
、
厥
報
不
空
。

此
の

女

の
功
を
曰
ふ
に
、
豈
に
我
に
於
い
て
慝
さ
ん
や
。
庭

な
ん
ぢ

闈
に
て
孝
を
先
に
し
、
社
稷
に
て
忠
を
竭
く
す
。
君
の
労
賢
、

つ

厥
の
報

空
し
か
ら
ず
。

題
下
に
「
代
夫
人
氏
」
と
あ
り
、
夫
人
に
代
わ
っ
て
の
代
作
で
あ

る
こ
と
が
判
明
す
る
。
父
母
に
は
孝
行
し
、
国
家
に
あ
っ
て
は
忠

を
尽
く
し
た
こ
と
を
言
う
。

こ
の
よ
う
に
武
家
の
仏
事
に
お
い
て
、
故
人
の
忠
義
を
称
揚
す

る
場
合
が
多
い
。
東
沼
周

は
「
圓
通
院
殿
秀
林
栄
公
居
士
下
火
」

（
『
流
水
集
』
）
法
語
で
、
「
教
子
教
孫
、
曰
孝
曰
忠
。
」
（
子
を
教

へ
孫
を
教
ふ
る
に
、
孝
と
曰
ひ
忠
と
曰
ふ
。
）
と
言
い
、
子
孫
に
忠

孝
の
重
要
性
を
説
い
た
こ
と
を
称
し
て
い
る
。

忠
孝
心
を
持
っ
て
天
子
を
補
佐
し
、
四
方
を
太
平
に
導
く
こ
と

が
最
も
尊
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
禅
林
が
武
家
社
会
と
密
接
に
関

わ
っ
て
く
る
に
つ
れ
、
国
家
に
対
す
る
忠
義
、
天
子
に
対
す
る
忠

義
が
、
い
よ
い
よ
重
視
さ
れ
て
い
る
。

国
家
に
お
け
る
忠
孝
の
重
要
性
は
、『
論
語
』
八
佾
に
「
君
は
臣

を
使
ふ
に
礼
を
以
て
し
、
臣
は
君
に
事
ふ
る
に
忠
を
以
て
す
」
に

あ
る
よ
う
に
、
儒
学
の
思
想
に
代
表
さ
れ
る
。
こ
の
儒
学
思
想
は

禅
林
に
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
中

期
に
お
け
る
文
学
の
基
礎
を
作
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

義
堂
周
信
の
四
書
を
始
め
と
す
る
儒
学
思
想
に
対
す
る
考
え
方
を

見
て
み
た
い
。

『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
に
、
義
堂
周
信
と
時
の
権
力
者
・
足

利
義
満
の
交
流
が
あ
る
。
義
堂
は
応
安
五
年
二
月
十
日
に
『
貞
観

政
要
』
に
天
下
を
治
め
る
条
件
が
載
っ
て
い
る
の
で
義
満
に
読
む

よ
う
に
す
す
め
、
二
十
六
日
と
翌
年
の
二
月
一
日
に
講
義
し
て
い

る
。
ま
た
同
時
期
（
応
安
五
年
三
月
一
日
）
に
『
輔
教
篇
』
も
講

義
し
て
い
る
。
応
安
七
年
十
月
二
十
四
日
の
条
に
は
次
の
よ
う
に
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あ
る
。余

又
説
、
毎
々
命
儒
令
講
孝
経
並
貞
観
政
要
等
、
是
乃
国
家

政
道
助
也
。
何
則
凡
人
不
知
仁
義
五
常
之
道
、
則
不
遵
君
命
。

不
遵
君
命
、
則
政
事
不
行
也
。
自
今
以
後
、
宜
召
粟
田
口
儒

人
、
令
講
孝
経
・
政
要
等
、
且
亦
命
諸
寺
長
老
令
講
経
録
、

則
庶
幾
国
家
安
寧
、
尊
徳
日
新
也
。
府
君
頷
之
。

余

又
た
説
く
、
毎
々

儒
に
命
じ
て
『
孝
経
』
並
び
に
『
貞

観
政
要
』
等
を
講
ぜ
し
む
る
は
、
是
れ
乃
ち
国
家
政
道
の
助

な
り
。
何
ぞ
則
ち
凡
そ
人
は
仁
義
五
常
の
道
を
知
ら
ざ
れ
ば
、

則
ち
君
命
に
遵
は
ず
。
君
命
に
遵
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
政
事

行

は
ざ
る
な
り
。
今
よ
り
以
後
、
宜
し
く
粟
田
口
儒
人
を
召
し
、

孝
経
・
政
要
等
を
講
ぜ
し
め
、
且
つ
亦
た
諸
寺
の
長
老
に
命

じ
て
経
録
を
講
ぜ
し
む
る
は
、
則
ち
国
家
安
寧
に
し
て
、
尊

徳
日
々
新
た
な
る
を
庶
幾
ふ
な
り
。
府
君

之
に
頷
づ
く
。

こ
ひ
ね
が

こ
こ
で
は
『
孝
経
』
と
『
貞
観
政
要
』
が
国
家
政
治
を
助
け
る
も

の
で
あ
り
、
安
寧
の
世
に
す
る
た
め
に
儒
者
に
講
義
さ
せ
る
こ
と

を
薦
め
て
い
る
。
ま
た
義
堂
は
次
い
で
康
暦
二
年
八
月
七
日
と
十

日
に
は
、
四
書
の
一
つ
で
あ
る
『
中
庸
』
の
講
義
を
義
満
に
行
っ

て
い
る
。
康
暦
二
年
十
一
月
七
日
に
は
『
孟
子
』
を
す
す
め
、
永

徳
元
年
九
月
二
十
七
日
の
条
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

府
君
・
管
領
入
寺
。
君
問
孟
子
書
中
数
件
事
。
余
説
儒
釈
同

異
差
別
。

府
君
・
管
領

寺
に
入
る
。
君

孟
子
書
中
の
数
件
の
事
を
問

ふ
。
余

儒
釈
の
同
異
差
別
を
説
く
。

義
満
は
言
わ
れ
た
と
お
り
に
『
孟
子
』
を
読
み
、
幾
つ
か
の
質
問

を
義
堂
に
発
し
た
際
、
義
堂
は
儒
教
と
仏
教
の
同
異
点
・
差
別
点

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
永
徳
元
年
十
一
月
七
日
に
も
『
孟

子
』
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
、
そ
れ
に
答
え
た
後
、「
君
有
心
於
学
問
、

必
有
補
於
政
教
。
宜
相
続
勿
怠
」
（
君

心
に
学
問
を
有
せ
ば
、
必

ず
政
教
を
補
ふ
こ
と
有
り
。
宜
し
く
相
続
し
て
怠
る
勿
か
れ
）
と
、

学
問
を
続
け
、
怠
っ
て
は
い
け
な
い
と
義
満
を
戒
め
て
い
る
。
同

年
十
二
月
二
日
に
も
『
孟
子
』
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
、
義
堂
は
四

書
集
注
の
注
を
持
ち
出
し
て
答
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
『
大
学
』
の

効
用
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
、
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

余
曰
、
大
学
乃
四
書
之
一
、
唐
人
学
四
書
者
、
先
讀
大
学
。

意
者
、
治
国
家
者
、
先
明
徳
正
心
誠
意
修
身
、
最
緊
要
也
。

敢
請
、
殿
下
四
書
之
学
弗
怠
、
則
天
下
不
待
令
而
治
矣
。

余
曰
く
、『
大
学
』
は
乃
ち
四
書
の
一
に
し
て
、
唐
人
の
四
書

を
学
ぶ
者
、
先
づ
『
大
学
』
を
讀
む
。
意
は
、
国
家
を
治
む

る
者
、
先
づ
明
徳
・
正
心
・
誠
意
・
修
身
、
最
も
緊
要
な
り
。

敢
へ
て
請
ふ
、
殿
下

四
書
の
学
怠
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
天
下

令
を
待
た
ず
し
て
治
ま
る
。
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『
大
学
』
は
四
書
の
一
つ
で
あ
り
、
唐
人
が
ま
ず
始
め
に
読
む
も

の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
国
家
を
治
め
る
者
が
徳
を
積
む
た

め
に
最
適
の
書
で
あ
る
と
す
る
。
義
堂
は
義
満
が
四
書
の
習
得
を

怠
ら
な
け
れ
ば
、
天
下
は
自
然
と
治
ま
る
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。

永
徳
元
年
十
二
月
二
十
七
日
に
も
「
大
学
・
中
庸
最
為
治
世
之
書
」

（
大
学
・
中
庸
は
最
も
治
世
の
書
た
り
）
と
あ
る
。
永
徳
二
年
二

月
十
八
日
に
は
義
満
に
『
中
庸
』
を
質
問
さ
れ
、
永
徳
二
年
二
月

二
十
九
日
の
条
に
は
『
論
語
』
の
講
義
を
行
っ
た
後
、
義
満
の
質

問
に
次
の
よ
う
に
応
じ
て
い
る
。

君
又
問
仁
義
二
字
。
余
因
引
輔
教
編
、
合
説
儒
釈
二
教
之
義
。

在
儒
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
。
在
釈
不
殺
・
不
盗
・
不
婬
・

不
妄
・
不
酒
。
儒
謂
之
五
常
、
釈
謂
之
五
戒
。
其
名
異
其
義

同
。
佛
初
為
下
根
、
凡
夫
人
天
乗
、
即
五
戒
十
善
也
。
然
則

仏
教
得
兼
儒
教
、
儒
教
不
得
兼
仏
教
。
君
又
問
中
庸
二
字
。

余
曰
、
喜
怒
哀
楽
未
發
、
謂
之
中
、
發
而
中
節
、
謂
之
和
。

和
即
庸
也
。
謂
未
發
即
仏
教
一
念
未
生
以
前
也
。
這
箇
田
地
、

非
識
情
能
所
及
、
但
能
忘
情
者
得
到
云
々
。

君
又
た
仁
義
の
二
字
を
問
ふ
。
余
因
り
て
輔
教
編
を
引
き
、

合
は
せ
て
儒
釈
二
教
の
義
を
説
く
。
儒
に
在
り
て
は
仁
・
義
・

礼
・
智
・
信
。釈
に
在
り
て
は
不
殺
・
不
盗
・
不
婬
・
不
妄
・

不
酒
。
儒
は
之
を
五
常
と
謂
ひ
、
釈
は
之
を
五
戒
と
謂
ふ
。

其
の
名
異
な
れ
ど
も
其
の
義
同
じ
。
佛
も
初
め
下
根
た
れ
ば
、

凡
そ
夫
れ
人
天
乗
も
、
即
ち
五
戒
十
善
な
り
。
然
れ
ば
則
ち

仏
教
は
儒
教
を
兼
ぬ
る
を
得
、
儒
教
は
佛
教
を
兼
ぬ
る
を
得

ず
。
君
又
た
中
庸
の
二
字
を
問
ふ
。
余
曰
く
、
喜
怒
哀
楽
未

だ
發
せ
ざ
る
、
之
を
中
と
謂
ひ
、
發
し
て
節
に
中
る
、
之
を

和
と
謂
ふ
。
和
は
即
ち
庸
な
り
。
未
だ
發
せ
ざ
る
と
謂
ふ
は

即
ち
仏
教
の
一
念
未
だ
生
ぜ
ざ
る
以
前
な
り
。
這
れ
箇
の
田

地
は
、
情
を
識
り
て
能
く
及
ぶ
所
に
非
ず
、
但
し
能
く
情
を

忘
る
る
者
の
到
る
を
得
云
々
。

こ
こ
で
は
ま
ず
仁
義
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。
儒
学
の
五
常
と
仏

学
の
五
戒
と
が
同
義
で
あ
り
、
佛
教
は
儒
教
を
兼
ね
る
が
、
儒
教

は
仏
教
を
兼
ね
な
い
こ
と
を
説
明
す
る
。
そ
し
て
中
庸
に
つ
い
て
、

「
未
發
」
の
状
態
が
仏
教
の
「
一
念
未
生
」
前
の
状
態
と
同
じ
で

あ
る
と
し
、
儒
と
佛
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
説
く
。
そ
の
証
拠
に
、

永
徳
元
年
九
月
二
十
二
日
に
は
、「
宋
朝
以
後
儒
学
者
、
皆
参
吾
禅

宗
、
一
分
発
明
心
理
。
故
註
書
與
章
句
、
迴
然
別
矣
」
（
宋
朝
以
後

の
儒
学
者
、
皆
な
吾
が
禅
宗
に
参
じ
、
一
分
心
理
を
発
明
す
。
故

に
註
書
と
章
句
と
は
、
迴
然
と
し
て
別
な
り
）
と
言
い
、
宋
代
の

儒
学
者
は
み
な
禅
宗
に
参
じ
、
悟
り
を
得
る
に
到
っ
た
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
義
堂
は
、
禅
宗
を
誇
称
し
て
い
る
感
も
あ
る

が
、
国
家
と
禅
林
の
関
係
を
維
持
す
る
た
め
、
儒
と
禅
の
境
地
に

差
異
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
儒
学
も
欠
か
せ
な
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。
義
堂
と
義
満
の
交
流
に
よ
っ
て
、
禅
林
と
貴
族
と
の
関

係
は
一
層
緊
密
に
な
り
、
儒
学
思
想
は
ま
す
ま
す
浸
透
し
、
お
の

ず
と
忠
孝
に
対
す
る
意
識
も
高
ま
っ
て
い
っ
た
と
推
さ
れ
る
。
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ま
た
禅
僧
が
儒
学
思
想
を
得
る
こ
と
の
効
能
に
つ
い
て
、
義
堂

は
「
序
用
文
上
人
詩
軸
」
（
『
空
華
集
』
巻
十
二
）
文
で
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

文
字
章
句
、
言
文
之
體
也
。
仁
義
禮
信
、
人
文
之
體
也
。（
略
）

在
人
、
則
仁
乎
父
子
、
義
乎
君
臣
、
禮
乎
夫
婦
、
信
乎
朋
友
。

在
言
、
則
宜
筆
者
筆
之
、
宜
削
者
削
之
。
是
其
用
也
。
惟
四

者
之
最
急
於
世
用
者
、
莫
人
文
若
。
然
人
文
假
言
文
而
行
。

言
文
由
人
文
而
發
。
何
則
凡
仁
義
云
者
、
皆
出
乎
心
、
而
形

乎
聲
。
而
乃
文
字
之
韻
、
律
之
而
用
之
。
以
是
論
之
、
言
文

固
末
、
而
人
文
為
之
本
。
苟
善
用
其
文
者
、
必
務
其
本
。

文
字
章
句
は
、
言
文
の
體
な
り
。
仁
義
禮
信
は
、
人
文
の
體

な
り
。
（
略
）
人
に
在
り
て
は
、
則
ち
父
子
に
仁
あ
り
、
君
臣

に
義
あ
り
、
夫
婦
に
禮
あ
り
、
朋
友
に
信
あ
り
。
言
に
在
り

て
は
、
則
ち
宜
し
く
筆
す
べ
き
者
は
之
を
筆
し
、
宜
し
く
削

る
べ
き
者
は
之
を
削
る
。
是
れ
其
の
用
な
り
。
惟
の
四
者
の

最
も
世
用
に
急
な
る
は
、
人
文
に
若
く
は
莫
し
。
然
れ
ど
も

人
文
は
言
文
を
假
り
て
行
は
る
。
言
文
は
人
文
に
由
り
て
發

す
。
何
と
な
れ
ば
則
ち
凡
そ
仁
義
と
云
ふ
は
、
皆
な
心
よ
り

出
で
、
聲
に
形
る
。
而
し
て
乃
ち
文
字
の
韻
は
、
之
を
律
し

て
之
を
用
ふ
。
是
を
以
て
之
を
論
ず
れ
ば
、
言
文
は
固
よ
り

末
に
し
て
、
而
し
て
人
文
は
之
を
本
と
為
す
。
苟
も
善
く
其

の
文
を
用
ふ
る
者
は
、
必
ず
其
の
本
を
務
む
。

文
章
章
句
は
言
文
の
体
で
あ
り
、
仁
義
礼
信
は
人
文
の
体
で
あ
る

と
定
義
す
る
。
そ
し
て
人
に
は
、
父
子
の
間
に
仁
、
君
臣
の
間
に

義
、
夫
婦
の
間
に
礼
、
朋
友
の
間
に
信
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

こ
の
仁
義
礼
信
は
心
よ
り
出
さ
れ
、
文
章
章
句
を
借
り
て
行
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
文
章
章
句
は
本
末
の
末
で
あ
り
、
仁
義
礼

信
こ
そ
本
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
儒
学
思
想
を
し
っ
か
り
努
め
る

こ
と
で
、
詩
文
を
詠
じ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
思
想
を
修
養
し
た

者
が
文
章
章
句
を
借
り
て
製
し
た
詩
文
こ
そ
価
値
が
存
す
る
と
考

え
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
儒
学
思
想
が
国
家
に
お
い
て
重
視
さ
れ
、
詩
文
作

成
に
お
い
て
も
必
要
な
要
素
と
さ
れ
る
と
、
中
国
に
お
け
る
そ
の

模
範
と
し
て
杜
甫
が
ま
す
ま
す
尊
崇
さ
れ
る
の
は
必
然
の
成
り
行

き
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
初
期
に
較
べ
る
と
、
武
家

と
の
関
わ
り
が
い
っ
そ
う
密
接
に
な
っ
た
た
め
、
杜
甫
の
名
を
表

面
に
詠
出
し
、
儒
学
思
想
で
重
視
さ
れ
る
忠
義
を
強
調
す
る
必
要

性
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
傾
向
が
強
ま
っ
た
た
め
、
杜
詩

を
研
究
す
る
に
際
し
て
も
、
忠
義
の
観
点
か
ら
深
く
考
証
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
石
井
積
翠
軒
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い

た
『
批
点
本
』
に
は
、
そ
の
奥
書
に
「
宝
徳
三
年
六
月
廿
五
日
終
。

右
佳
初
学
二
番
所
読
。
第
一
論
語
、
第
二
杜
。
智
與
文
殊
不
二
、

詩
兼
天
神
無
異
」（
宝
徳
三
年
六
月
廿
五
日
終
ふ
。
右
は
初
学
に
佳

と
す
る
二
番
に
読
む
所
な
り
。
第
一
は
論
語
、
第
二
は
杜
な
り
。

智
は
文
殊
と
不
二
に
し
て
、
詩
は
天
神
を
兼
ね
て
異
な
る
無
し
）

と
あ
る
。
こ
れ
も
杜
詩
が
『
論
語
』
と
同
様
の
思
想
を
重
視
さ
れ

て
い
た
結
果
と
言
え
よ
う
［
６
］
。
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ま
と
め

日
本
中
世
禅
林
に
お
い
て
は
、
初
期
よ
り
杜
甫
の
忠
義
は
着
目

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
詠
出
に
関
し
て
は
、
杜
甫
の
詩
句
や
逸
話
を

取
り
上
げ
、
間
接
的
に
杜
甫
の
忠
義
を
称
揚
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

そ
れ
が
中
期
に
な
る
と
、
杜
甫
の
名
を
直
接
に
挙
げ
、
忠
義
と
共

に
詠
出
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
杜
甫
の
詩
を
読
ん
だ
感
想
と
し

て
、
忠
義
を
感
じ
取
っ
た
こ
と
も
詠
じ
る
よ
う
に
な
る
。
初
期
に

較
べ
る
と
、
杜
甫
と
忠
義
が
よ
り
明
確
化
さ
れ
、
杜
詩
に
お
け
る

忠
義
が
よ
り
深
く
理
解
・
考
証
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

杜
甫
の
忠
義
が
高
く
称
揚
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
先
ず

第
一
に
禅
林
と
武
家
社
会
と
の
関
係
が
よ
り
密
接
に
な
っ
た
た
め
、

国
家
に
必
要
な
忠
義
が
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
儒
学
思
想
を
会
得
す
る
こ
と
は
詩
文

を
製
す
る
に
当
た
っ
て
必
要
な
要
素
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
こ

と
も
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
要
因
に
よ
っ
て
、

禅
僧
は
初
期
よ
り
忠
義
の
詩
人
と
し
て
名
高
か
っ
た
杜
甫
を
い
っ

そ
う
敬
慕
し
た
と
言
え
よ
う
。

今
後
は
、
な
ぜ
忠
義
と
言
え
ば
杜
甫
に
目
を
向
け
、
そ
の
詩
を

忠
義
の
面
か
ら
深
く
読
解
し
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
読
解
し
、
ど

れ
ほ
ど
深
く
杜
甫
の
忠
義
を
認
識
し
て
い
た
の
か
明
ら
か
に
し
た

い
。注

［
１
］
朝
倉
尚
「
禅
林
に
お
け
る
杜
甫
像
寸
見
～
『
文
章
一
小
技
』
と
『
杜

甫
忠
心
』
」
（
『
岡
山
大
学
教
養
部
紀
要
』
第
十
一
号

一
九
七
五
）
参

照
。

［
２
］
拙
稿
「
日
本
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
―
忠
孝
へ
の
関
心
（
初
期

の
場
合
）
―
」（
『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
四
十
号

二
〇
〇
一
）
参

照
。

［
３
］
拙
稿
「
日
本
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
に
つ
い
て
―
中
期
禅
林
に

お
け
る
杜
甫
画
図
賛
詩
に
着
目
し
て
―
」（
『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第

四
十
五
・
四
十
六
号
合
併
号
、
二
〇
〇
四
）
参
照
。

［
４
］
拙
稿
「
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
―
『
集
千
家
批
点
杜

工
部
詩
集
』
の
中
期
禅
林
に
及
ぼ
し
た
影
響
―
」
（
『
禅
学
研
究
』
八
六

号

二
〇
〇
八
）
参
照
。

［
５
］
和
島
芳
男
著
『
中
世
の
儒
学
』
（
吉
川
弘
文
館

一
九
六
五
）
・
市

川
本
太
郎
著
『
日
本
儒
教
史
中
世
篇
』
（
汲
古
書
院

一
九
八
九
）
参

照
。

［
６
］
川
瀬
一
馬
著
『
石
井
積
翠
軒
文
庫
善
本
書
目
』
（
臨
川
書
店

一
九

八
一
）
参
照
。
現
在
、
当
該
書
は
所
在
不
明
。
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六
朝
楽
府
訳
注
（
十
七
）
―
「
隴
頭
水
」
七
首
―

小

川

恒

男

は
し
が
き

前
稿
（
「
中
国
学
研
究
論
集
」
第
三
十
三
号

二
〇
一
四
）
の
後

半
で
『
楽
府
詩
集
』
巻
二
十
一
か
ら
始
ま
る
横
吹
曲
辞
に
進
ん
だ

も
の
の
、
い
つ
も
な
が
ら
の
筆
の
遅
さ
の
た
め
に
陳
後
主
叔
宝
の

「
隴
頭
」
一
首
し
か
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
本
稿
は
梁
元
帝

蕭
繹
、
劉
孝
威
、
車
壇
、
陳
後
主
二
首
、
徐
陵
、
顧
野
王
そ
れ
ぞ

れ
の
「
隴
頭
水
」
計
七
首
の
訳
注
で
あ
る
。

「
隴
頭
」
ま
た
「
隴
頭
水
」
は
か
な
り
早
い
段
階
で
古
辞
を
失

い
、
そ
の
模
擬
作
も
梁
代
以
前
の
も
の
は
今
に
伝
わ
ら
ず
、
現
存

す
る
作
品
は
す
べ
て
梁
・
陳
の
詩
人
た
ち
の
手
に
な
る
も
の
で
あ

る
。
『
徐
陵
集
校
箋
』
（
許
逸
民
校
箋

中
華
書
局

二
〇
〇
八
）

は
徐
陵
「
隴
頭
水
」
の
【
題
解
】
で
「
按
、
『
太
平
御
覧
』
『
楽
府

詩
集
』
載
『
隴
頭
水
』
多
篇
、
作
者
有
梁
元
帝
・
劉
孝
威
・
顧
野

王
・
陳
後
主
・
張
正
見
・
江
総
等
、
似
属
君
臣
唱
和
之
作
。
其
中

多
数
為
梁
臣
、
徐
陵
此
篇
亦
当
作
於
梁
。
（
按
ず
る
に
、
『
太
平
御

覧
』『
楽
府
詩
集
』
は
『
隴
頭
水
』
の
多
く
の
篇
を
載
録
し
、
作
者

に
は
梁
元
帝
・
劉
孝
威
・
顧
野
王
・
陳
後
主
・
張
正
見
・
江
総
な

ど
が
お
り
、
ど
う
や
ら
君
臣
唱
和
の
作
で
あ
る
ら
し
い
。
こ
れ
ら

の
内
の
多
く
が
梁
の
臣
下
で
あ
る
か
ら
、
徐
陵
の
こ
の
作
も
梁
代

に
作
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
）
」
と
述
べ
る
。
彼
ら
の
「
隴
頭
水
」

は
下
の
【
語
釈
】
に
引
い
た
「
三
秦
記
」
に
載
せ
る
記
事
や
『
史

記
』『
漢
書
』
な
ど
の
史
書
か
ら
得
ら
れ
た
文
献
的
知
識
に
基
づ
き
、

所
謂
「
西
域
」
の
表
玄
関
で
あ
る
隴
山
に
立
つ
旅
人
た
ち
の
別
離

の
悲
哀
を
描
き
出
す
。
同
じ
素
材
で
同
じ
主
題
を
詠
う
の
で
、
千

篇
一
律
の
感
を
拭
え
な
い
の
は
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、「
君
臣
唱
和
」

の
作
だ
っ
た
可
能
性
も
確
か
に
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、「
君
臣

唱
和
」
と
い
う
場
で
作
ら
れ
た
作
品
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
人
た

ち
が
場
を
楽
し
む
た
め
に
凝
ら
し
た
表
現
上
の
工
夫
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

底
本
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
『
楽
府

詩
集
』（
中
華
書
局

一
九
七
九
）
で
あ
る
。

梁
・
元
帝
蕭
繹
「
隴
頭
水
」

【
本
文
及
び
書
き
下
し
】

１
銜
悲
別
隴
頭

悲
し
み
を
銜
み
て

隴
頭
に
別
れ

２
関
路
漫
悠
悠

関
路

漫
と
し
て
悠
悠
た
り


